
広報
夢
と
希
望
を
持
っ
て

　
力
を
合
わ
せ
復
興
め
ざ
す

三
月
十
一
日
、
午
後
二
時
四
十
六
分
、
三
陸
沖
を

震
源
と
す
る
巨
大
地
震
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し

ま
し
た
。
こ
の
地
震
で
大
津
波
が
襲
来
し
、
荒
浜
地

区
と
吉
田
東
部
地
区
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、

多
く
の
町
民
の
方
々
の
貴
重
な
生
命
財
産
を
一
瞬
に

し
て
奪
い
去
り
ま
し
た
。

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

町
で
は
、
復
興
に
向
け
全
力
を
尽
く
し
て
お
り
ま

す
が
、
想
像
を
は
る
か
に
超
え
る
被
害
に
思
う
よ
う

に
進
め
な
い
の
が
実
情
で
す
。
し
か
し
、
自
衛
隊
や

消
防
な
ど
全
国
か
ら
の
救
援
を
受
け
、
捜
索
活
動
を

行
っ
て
い
る
と
と
も
に
、
国
や
県
と
連
携
し
な
が
ら

被
災
を
受
け
た
皆
様
の
支
援
の
た
め
の
準
備
を
着
々

と
進
め
て
お
り
ま
す

被
災
さ
れ
た
方
々
が
一
日
も
早
く
被
災
前
の
生
活

に
戻
れ
る
よ
う
、
町
民
の
皆
様
や
各
種
団
体
の
意
向

を
十
分
に
配
慮
し
、
新
た
な
視
点
も
加
え
な
が
ら
、

亘
理
町
の
「
再
生
」
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す

今
こ
そ
町
民
が
力
を
合
わ
せ
、
夢
と
希
望
を
持
っ

て
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
町
民
一
人

ひ
と
り
が
で
き
る
範
囲
で
、
ぜ
ひ
復
興
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

現
在
の
方
針

○ 

行
方
不
明
者
の
捜
索
と
並
行
し
て
、
が
れ
き
の
撤

去
を
行
い
、ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
を
目
指
し
ま
す
。

○ 

堤
防
の
修
復
な
ど
、
最
優
先
す
べ
き
整
備
を
国
県

と
連
携
し
て
行
い
ま
す
。

○ 

亘
理
町
緊
急
生
活
支
援
金
や
生
活
再
建
支
援
法
に

基
づ
く
支
援
金
の
支
給
を
急
い
で
実
施
し
ま
す
。

○ 

仮
設
住
宅
の
割
り
当
て
が
四
〇
二
戸
（
四
月
十
五

日
現
在
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
建
設
、

入
居
が
早
ま
る
よ
う
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
は
、
一
瞬
に
し
て
町
民
の
生
活
、

産
業
、
雇
用
、
そ
し
て
多
く
の
尊
い
命
を
奪
い
去
り

ま
し
た
。

三
月
十
一
日
午
後
二
時
四
十
六
分
、
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
九
・
〇
、
震
度
六
強
の
地
震
が
発
生
し
、

宮
城
県
沿
岸
に
大
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

亘
理
町
で
は
沿
岸
部
に
避
難
指
示
を
出
し
、
防
災
無

線
と
広
報
車
で
避
難
を
呼
び
か
け
ま
し
た
が
、
誘
導

に
あ
た
っ
た
消
防
団
員
を
含
む
大
勢
の
方
々
が
犠
牲

と
な
り
ま
し
た
。

荒
浜
は
、
五
丁
目
や
築
港
周
辺
が
跡
形
も
な
く
破

壊
さ
れ
、
海
岸
か
ら
少
し
離
れ
た
場
所
で
も
家
の
形

は
あ
る
も
の
の
、
高
さ
二
メ
ー
ト
ル
以
上
の
水
流
が

住
宅
地
を
襲
い
、
が
れ
き
や
車
、
漁
船
な
ど
が
折
り

重
な
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

ま
た
、
吉
田
浜
も
壊
滅
状
態
で
、
防
潮
林
が
な
ぎ

倒
さ
れ
、
東
北
一
を
誇
る
い
ち
ご
団
地
も
姿
を
消
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。

津
波
に
よ
る
浸
水
は
、
蕨
、
高
屋
、
柴
町
、
新
丁

な
ど
常
磐
自
動
車
道
の
西
側
一
帯
に
広
が
り
、
農
地

の
七
割
が
塩
害
の
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。
塩
害
は

深
刻
で
米
や
野
菜
な
ど
数
年
は
栽
培
が
難
し
い
と
い

う
こ
と
で
す
。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
復
旧
の
見
通
し
立
た
な
い

地
震
に
よ
っ
て
、
電
気
・
水
道
・
電
話
が
ス
ト
ッ

プ
し
、
災
害
時
の
拠
点
で
あ
る
役
場
庁
舎
も
大
き
な

被
害
を
受
け
た
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
メ
ー
ル
で

の
情
報
提
供
が
で
き
ず
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

水
道
は
、
被
災
地
で
の
復
旧
作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
各
家
庭
の
給
湯
器
な
ど
が
津
波
で
流
さ
れ
た
影

響
で
、
通
水
し
て
も
各
家
庭
か
ら
水
が
吹
き
出
す
状

態
と
な
っ
て
お
り
、
一
軒
一
軒
止
水

栓
を
止
め
て
い
る
状
況
で
す
。
し

か
し
、
が
れ
き
が
堆
積
し
て
お
り
、

思
う
よ
う
に
作
業
が
進
ん
で
い
な

い
の
が
現
状
で
、
復
旧
に
は
時
間

を
要
す
る
見
込
み
で
す
。

ま
た
電
気
に
つ
い
て
も
、
が
れ

き
撤
去
が
進
ま
な
け
れ
ば
工
事
が

で
き
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
復
旧
の
見
通
し
が
立
っ
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

気
象
庁
に
よ
る
と
、
今
後
も
余

震
へ
警
戒
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て

お
り
、
仮
に
強
い
地
震
が
起
き
た

場
合
、
復
旧
地
域
で
も
断
水
や
停

電
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
風
呂
に
水
を
張
る

な
ど
、
当
分
の
間
地
震
に
備
え
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

避
難
所
生
活
が
一
ヵ
月
を
過
ぎ
ま
し
た
。
集
団
生
活
の
な
か
で
、
互
い
に
気
を
使

い
な
が
ら
も
、「
命
が
あ
る
こ
と
に
感
謝
し
な
け
れ
ば
」
と
七
十
代
の
女
性
は
語
り

ま
す
。
震
災
で
多
く
の
人
が
犠
牲
に
な
り
、
思
い
出
の
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
た
家
も
、

生
計
を
立
て
て
き
た
畑
も
、
船
も
失
い
、
希
望
を
見
出
せ
な
い
の
が
現
実
で
す
。

こ
う
し
た
悩
み
を
抱
え
た
人
た
ち
に
、
少
し
で
も
喜
ん
で
も
ら
い
た
い
と
四
月

五
日
、
亘
理
高
校
体
育
館
の
避
難
所
に
美
容
師
た
ち
十
人
が
ヘ
ア
カ
ッ
ト
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
訪
れ
ま
し
た
。
東
京
表
参
道
で
有
名
人
が
数
多
く
通
う
ア
ル
テ
ィ
フ
ァ
ー

タ
と
い
う
美
容
室
の
メ
ン
バ
ー
で
、
い
わ
ゆ
る
カ
リ
ス
マ
美
容
師
た
ち
で
す
。

「
髪
形
は
ど
う
し
ま
す
か
？
」
美
容
師
た
ち
が
髪
に
触
れ
る
と
、
不
思
議
に
笑

顔
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。
高
校
生
の
鈴
木
ゆ
い
さ
ん
（
長
瀞
浜
）
は
「
明
日
学
校
な
の

で
、
東
京
の
人
に
カ
ッ
ト
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
自
慢
し
ま
す
」
と
、
と
て
も
喜

ん
で
い
ま
し
た
。

ア
ル
テ
ィ
フ
ァ
ー
タ
の
村
山
武
さ
ん
は
「
髪
を
切
っ
て
喜
ん
で
も
ら
う
こ
と
が

美
容
師
の
原
点
で
す
。
要
望
が
あ
る
限
り
毎
週
来
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
百
人
以
上
の
人
が
髪
を
切
っ
て
も
ら
い
、
美
容
師
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
で
気
分
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
ま
し
た
。

荒
浜
で
漁
船
や
釣
船
の
引
き
揚
げ
作
業

が
始
ま
り
ま
し
た
。
大
型
ク
レ
ー
ン
三
台

で
少
し
ず
つ
、
こ
れ
以
上
壊
れ
な
い
よ
う

慎
重
に
船
体
を
持
ち
上
げ
て
い
き
ま
す
。

震
災
の
あ
っ
た
日
は
、
休
漁
期
間
で

あ
っ
た
た
め
、
ほ
と
ん
ど
の
船
が
岸
壁
に

接
岸
さ
れ
て
お
り
、
八
十
四
隻
の
う
ち

八
十
二
隻
が
津
波
で
流
さ
れ
、
民
家
に

突
っ
込
む
な
ど
、
見
る
も
無
残
な
姿
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
た
、
漁
協
の

施
設
も
す
べ
て
全
壊
、
精
力
的
に
亘
理
の

漁
業
を
盛
り
上
げ
て
き
た
組
合
員
や
そ
の

家
族
も
犠
牲
に
な
る
な
ど
、
絶
望
感
に
包

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
宮
城
県
漁
協
亘
理
支
所
菊
地

伸
悦
運
営
委
員
長
は
、「
自
分
た
ち
で
で

き
る
こ
と
は
や
る
。
準
備
が
整
え
ば
す
ぐ

に
魚
を
獲
り
に
行
き
た
い
」
と
国
や
県
に

対
し
漁
港
内
の
が
れ
き
撤
去
を
強
く
訴
え

て
い
ま
す
。
漁
業
者
の
中
に
は
、
廃
業
す

る
意
思
を
固
め
た
人
も
お
り
、
早
く
再
開

の
め
ど
を
つ
け
希
望
を
持
っ
て
も
ら
い
た

い
と
、
全
壊
し
た
漁
協
事
務
所
の
隣
に
仮

事
務
所
を
設
け
て
、
漁
協
職
員
が
一
丸
と

な
っ
て
陣
頭
指
揮
を
執
っ
て
い
ま
す
。

四
月
十
四
日
、
角
田
に
あ
る
サ
ケ
の
ふ

化
場
か
ら
七
十
万
尾
の
稚
魚
が
阿
武
隈
川

に
放
流
さ
れ
ま
し
た
。
今
日
放
流
し
た
稚

魚
は
、
四
年
後
母
な
る
川
に
戻
っ
て
来
ま

す
。
荒
浜
の
活
気
あ
る
漁
業
が
一
日
も
早

く
再
生
で
き
る
よ
う
、
み
ん
な
で
応
援
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

写
真　

阿
武
隈
川
河
口
か
ら
鳥
の
海
湾
を
臨
む
（
左
上
が
わ
た
り
温
泉
鳥
の
海
）

津
波
で
根
こ
そ
ぎ
流
出
し
た
荒
浜
五
丁
目
、

築
港
周
辺
（
写
真
上
）、
吉
田
浜
周
辺
の
住
宅
（
写
真
左
）

平成23年　４月18日号 お断わり
広報わたりでは、今回の震災を「東日本大震災」と表記します。
今後の発行は不定期となります。亘理・逢隈・吉田西部地区、
吉田東部の一部地域は行政区長を通して各家庭へお届けしま
す。避難所、主なスーパー・コンビニ等でも配布します。

被
害
甚
大 

死
者
２
４
０
人
超

亘
理
町
の「
再
生
」を
宣
言 

亘
理
町
長  

齋
藤
邦
男

震
災
か
ら
１
か
月

つかの間の笑顔
東京の美容師が支援活動

復
興
へ
船
出

漁
船
回
収
始
ま
る

亘理町臨時災害ラジオ FMあおぞら 放送中

周波数　FM７９．２ＭＨｚ

ほっとメール便

防災安全情報メール
ansin-watari@wbi.jp

亘理町メール配信サービス

亘理町の被害状況
（４月14日現在）

死　　者　248人
行方不明者　38人
被災家屋　約3,000戸
避難所数　５箇所
避難所人数
　３月13日　6,155人
　４月14日　1,508人

撤去作業が開始されるブロックの目安 が
れ
き
撤
去
始
ま
る

十
八
日
か
ら
順
次

が
れ
き
の
撤
去
作
業
が
四
月

十
八
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

被
災
さ
れ
た
み
な
さ
ん
に
は
、

事
前
に
旗
に
よ
る
意
思
表
示
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
最
終

的
な
意
思
表
示
を
二
〜
三
カ
月

以
内
で
お
願
い
し
ま
す
。

が
れ
き
の
撤
去
は
、
旗
を
目

印
に
、
荒
浜
・
吉
田
の
八
ブ

ロ
ッ
ク
か
ら
範
囲
を
広
げ
て
い

く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
が
、
ど

の
地
域
が
い
つ
撤
去
さ
れ
る
か

は
、
今
後
の
作
業
状
況
に
よ
り

異
な
る
た
め
、
家
屋
の
撤
去
な

ど
の
判
断
に
迷
っ
て
い
る
方

は
、
ま
ず
「
黄
色
」
の
旗
を
立

て
、
最
終
的
に
家
屋
を
解
体
し

た
い
と
き
は
、「
赤
色
」
の
旗

に
付
け
替
え
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
車
に
つ
い
て
は
撤
去

し
て
ほ
し
く
な
い
場
合
の
み

「
緑
色
」
の
旗
を
立
て
る
か
、

見
え
や
す
い
と
こ
ろ
に
表
示
し

て
く
だ
さ
い
。
車
の
仮
置
場
は

亘
理
駅
東
側
の
公
共
ゾ
ー
ン

で
、
仮
置
き
し
た
車
両
の
一
覧

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
し
て

い
ま
す
。

町
民
の
み
な
さ
ん

力
を
貸
し
て
く
だ
さ
い

町
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、
避

難
所
の
炊
き
出
し
な
ど
ご
協
力

を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

被
災
地
で
は
、
家
屋
内
に
溜

ま
っ
た
泥
や
砂
、
が
れ
き
の
除

去
な
ど
、
み
な
さ
ん
の
協
力
を

必
要
と
し
て
い
ま
す
。

毎
日
県
内
外
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
こ
う
し
た
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
０（
４
０
７
６
）１
９
０
６

☎
０
９
０（
６
８
５
３
）１
０
９
７

被
災
し
た
み
な
さ
ん
、

遠
慮
し
な
い
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

亘
理
大
橋
周
辺

破
壊
さ
れ
た
堤
防（
荒
浜
）

吉
田
浜
地
区

長
瀞
小
学
校



災害における各種救済制度

問　保健福祉課 福祉班（☎34−1114）

災害弔慰金
◆受給対象　災害で死亡した方の遺族
◆受給順位　①配偶者②子③父母④孫
　　　　　　⑤祖父母
◆支 給 額　生計維持者　500万円、
　　　　　　その他　　　250万円
※ 申請の受付日程が決まり次第改めてお

知らせします。

災害障害見舞金
◆�受給対象　災害により負傷し、または

傷病にかかり一定の障害程度の障害を
負った方
◆支 給 額　生計維持者　250万円、
　　　　　　その他　　　125万円
※ 申請の受付日程が決まり次第改めてお

知らせします。

生活再建支援法
◆対象世帯と支給額

①住宅が全壊した世帯
②住宅が半壊または住宅に被害が生じ

やむを得ず解体した世帯
③住宅が半壊し、大規模な補修を行わ

なければ居住することが困難な世帯
（大規模半壊世帯）

◆支給額
住宅の被害程度（基礎支援金）と再建方

法（加算支援金）に応じて、合計100万円
から300万円が支給されます。
◆申請受付（第１回目）

基礎支援金（24年４月10日まで）
加算支援金（26年４月10日まで）
下記会場で受付します。
４月20日（水）　17：00〜19：00
　　　　　　　 吉田小、亘理中
４月21日（木）　17：00〜19：00
　　　　　　　 亘理小、逢隈小
４月22日（金）　17：00〜19：00
　　　　　　　 亘理高
４月23日（土）、24日（日）
　　　　　　　 13：00〜16：00
　　　　　　　 中央児童センター多目的ホール
申請書類
（基礎支援金）り災証明書
住民票の写し（全部記載事項証明）
振込口座通帳　など

（加算支援金）住宅建設の契約書等

通常保育料
10日分の日割計算のうえ、後日お渡し

する納付書で納付いただきます。

延長保育料（2,000円）
口座振替の方
◆ 七十七銀行を指定の方は後日お渡しす

る納付書で納付ください。
◆ 七十七銀行以外を指定している方は、

３月22日に口座振替済です。

納付書で納めている方
後日お渡しする納付書で納付ください。

平成23年３月に卒園したお子さんに
ついては、直接郵送します。郵送先に変更
のある場合は保健福祉課へお申し出くだ
さい。

平成23年度入所児童に関する入所承
諾通知書は、４月中旬以降各保育所を経
由してお渡しします。

保育料の減免申請について
今回の大震災により被害を受け生活が

著しく困難になった方を対象に、町の規
則に基づき保育料の減免を行います。詳
しくは保健福祉課までお問い合わせくだ
さい。

また、すでに申請を済ませた方につい
ては、できるだけ速やかに手続きを進め
てまいりますので、しばらくお待ちくだ
さい。
問　保健福祉課 子ども家庭班
　　（☎34−1114）

ペット

狂犬病集団予防接種の延期について
４月に実施予定だった集団予防接種は

延期します。実施時期は改めてお知らせ
します。なお、動物病院での狂犬病予防接
種の受付も現在見合わせています。体制
が整いましたらお知らせします。
問　町民生活課 生活班（☎34−1113）

犬の登録・死亡の届出について
町民生活課で受け付けています。
問　町民生活課 生活班（☎34−1113）

子宮頸がん、ヒブ・小児用肺炎球菌ワ
クチン予防接種について

東日本大震災で被災された方は、避難
している市町村で受けることができま
す。接種可能な医療機関については、避難
先市町村でお尋ねください。

平成23年４月１日以降が公費負担の
対象です。
問　保健福祉課 健康推進班
　　（☎34−0524）

震災等による介護保険の利用者負担
取り扱いについて

震災で被災された方で、介護保険サー
ビス事業所に対する利用料等の支払いが
困難な方は、支払いが猶予されます。

支払い猶予の申し出については、事業
所に備え付けの「介護保険利用者負担減
額申請書」に記入をお願いします。後日、
町から被保険者や介護保険サービス事業
者へ確認する予定ですので、その際はご
協力ください。

１． 利用料等の支払いが猶予される場合
について
①住家が全半壊、全半焼したとき
②主たる生計維持者が死亡、行方不

明、または重い傷病を負ったとき
③福島原子力発電所の原子力災害に

伴い、国から避難指示を受け避難
している方

④今回の地震により主たる生計維持
者が業務を廃止または休止した場
合、失職し現在収入がない方

２．支払いが猶予される期間
当面、５月までの介護保険サービ

ス利用分の支払いを５月末日まで猶
予します。

ただし、主たる生計維持者が行方
不明の場合は、行方が明らかになっ
たときまで猶予されます。原子力災
害の被災者は避難指示が解除される
までの期間が猶予されます。

問　保健福祉課 福祉班（☎34−1114）

保育料について

町内認可保育所（園）は４月４日また
は５日から通常保育を行っています。

この大震災の影響で、平成22年度３月
分通常保育料と延長保育料の一部が徴収
できない状態となりました。つきまして
は、次のとおりの取り扱いとさせていた
だきます。

国民健康保険
70歳以上75歳未満の方へ

現在使用している「被保険者証兼高齢
受給者証」の一部負担割合は、平成23年
３月31日まで１割と記載されています
が、引き続き７月31日まで、現在の被保
険者証にて、１割負担で利用できます。

（現役並み所得者を除く）
問　保健福祉課 保険給付班
　　（☎34−0501）

母子健康手帳・予防接種手帳の再発行
保健福祉課で再発行をしています。
問　保健福祉課 子ども家庭班
　　（☎34−1114）

東日本大震災で被災された国民健康
保険および後期高齢者医療の被保険
者の方へ
１． 当分の間、保険証がなくても受診でき

ます。
①保険証を紛失した方
②保険証を自宅に残したまま避難し

た方
２． 以下の申し出を行った方は、一部負担

金を支払う必要はありません。（５月
末まで）
①住家が全半壊、全半焼またはこれ

に準ずる被災をした方
②主たる生計維持者が死亡、重篤な

傷病を負った方
③主たる生計維持者が行方不明であ

る方
④主たる生計維持者が業務を廃止・

休止した方
⑤主たる生計維持者が失職し、現在

収入がない方
⑥福島第１・第２原発の事故に伴い

政府の避難指示・屋内退避指示の
対象となっている方（福島第１原
発から半径30キロ圏内）

※ 地震発生後、被災地域から他の市町村
に転出された方も対象です。

胃がん検診、肺がんCT検診の延期に
ついて

５〜６月に予定していました胃がん検
診、肺がんCT検診を延期します。日程が
決まり次第お知らせします。
問　保健福祉課 健康推進班
　　（☎34−0524）

町税の納付について
平成22年度分の納期が平成23年３月

11日以降に到来するもの（町・県民税・国
民健康保険料並びに後期高齢者医療保険
料、介護保険税）については、納期限を５
月31日まで延長することになりました。

また、平成23年度の税金等の減免につ
いては、法令・条例の定めに従って被災状
況に応じて行います。詳細については、決
まり次第、改めてお知らせします。

固定資産の縦覧について
土地および家屋価格等縦覧帳簿と固定

資産台帳の閲覧期間を４月１日から６月
30日までと定めましたが、当分の間、縦
覧期間と閲覧期間を延長します。期間が
決まり次第、改めてお知らせします。

保健・医療・福祉

平成23年度福祉タクシー・自動車等燃
料費助成券の交付申請はお済ですか?
在宅で生活する心身に重度の障害のあ

る方に対して、社会参加の支援として、福
祉タクシー利用助成券または、自動車燃
料費助成券のどちらか一方を交付しま
す。お早めに手続きをしてください。

◆対象
在宅の65歳以上の方で、次の手帳をお

持ちの方
①身体障害者手帳１・２級
②療育手帳A判定
③精神障害者保健福祉手帳

【65歳未満の方】
上記65歳以上の対象要件のほか、町民

税の所得割が課税されていない場合、該
当となります。

◆�申込場所　保健福祉課・逢隈支所
交付日時は申請者へ改めてお知らせし
ます。
◆�持ち物　障害者手帳等・印鑑・車検証
（自動車燃料助成券を申請する方）
問　保健福祉課 福祉班（☎34−1114）

水道・下水道

問　上下水道課（☎34−0515）

【水道】
東日本大震災で水道施設へ影響があ

り、みなさまの生活に多大な支障が発生
する結果となりました。そのため、４月請
求分（３月検針から４月検針までの期間）
の上下水道料金については、請求しない
こととしました。

なお、飲料水として供給が再開されて
いない地域については、再開されるまで
中止扱いとし、上下水道料金はいただき
ません。

【下水道】
下水処理施設が津波の被害を受けてい

ます。節水にご協力ください。

下水道受益者負担金の猶予
受益者負担金について、下記のとおり

取り扱います。
◆�平成23年度公示分（平成22年度工事）
　→１年間徴収を延期します。
◆�平成19年度公示分から平成22年度公
示分（平成18年度から平成21年度工事）
被災した荒浜地区に関しては当分の
間、徴収を猶予します。
その他の地区（亘理・逢隈地区）は、例年

通り６月に納付書を送付します。

税　金

問　税務課（☎34−1112）

確定申告について
３月11日に発生した地震の影響によ

り、確定申告等の期限がすべての税目に
おいて自動的に延長となりました。

延長する期間については、現在確定して
いませんので、今後、被災者の状況を十分
配慮して検討していくことにしています。

都市建設課　34−0507
道路等の維持、自転車等駐車場管理
災害関係　 応急仮設住宅、住宅の応急

修理制度、がれきの撤去
上下水道課　34−0515

水道料金、下水道使用料、水道の給水開
始・中止・廃止届
災害関係　受益者負担金の猶予

学務課　34−0509
災害関係　奨学金募集の延長

生涯学習課　34−0510
学校等を除く教育施設の関係
生涯学習事業等の実施

休日当番医

４月24日
山形外科医院（祝田東・34−3171）
ライフタウン歯科クリニック
　　（名取市・022−386−1825）
山形歯科クリニック
　　（駅前東・34−2133）

４月29日
菊地内科医院（山元町・37−3300）
佐藤歯科・矯正歯科医院
　　（中町・33−0355）

５月１日
柿沼循環器科（中泉・32−2871）
美田園歯科
　　（名取市・022−343−8721）
遠藤歯科医院（岩沼市・24−2598）

５月３日
高橋内科乳腺クリニック
　　（中泉・33−1121）
あいタウン歯科クリニック
　　（岩沼市・23−6480）

５月４日
佐藤外科内科（34−1251）
めでしま歯科医院
　　（名取市・022−384−1840）
済生堂歯科クリニック
　　（森房・32−0406）

５月５日
板橋胃腸科肛門科（中泉・34−8911）
小島歯科医院（岩沼市・22−6480）

※ 診療は午前９時から午後５時までで
す。急患のみの診療です。変更される場
合もありますので、新聞等でご確認く
ださい。

役場窓口

役場本庁
役場本庁舎は、東日本大震災により被

害を受け危険建物として使用できない状
況です。このため、庁舎前プレハブで業務
を行っています。

なお、都市建設課・税務課・上下水道課・産
業観光課・教育委員会は変更ありません。

各課の連絡先と災害に関する各種担当
窓口は次のとおりです。

（市外局番　0223）
総務課　34−1111

災害対策本部、り災証明書の発行、
緊急生活支援金
税務課　34−1112

軽自動車税の課税停止（軽自動車・
125CC以下のバイクなど）、確定申告
の期間延長、町税の納付
町民生活課　34−1113

各種証明発行、届出、人権・行政・消費生
活相談、犬の登録、家庭ごみ
災害関係　地震ごみ

保健福祉課
福祉班　34−1114

介護保険、障害（児）者福祉、生活保護
災害関係　 災害弔慰金、災害障害見

舞金、生活再建支援法等
子ども家庭班　34−1114

子ども手当、母子手帳発行、乳幼児健
診、保育所・児童クラブ
健康推進班　34−0524

予防接種、健診、保健指導
災害関係　被災家屋等の消毒

保険給付班　34−0501
国民健康保険、後期高齢者医療、乳幼
児医療費助成
災害関係　保険証の再発行など

会計課　34−1115
町税等の納付　
災害関係　義援金の受付

企画財政課　34−0502
さざんか号の運行、集会所の管理
災害関係　寄附金・ふるさと納税受付

産業観光課　34−0503
災害関係　 中小企業の融資に係るり

災証明書発行、産業支援
農業委員会　34−0504

農地の転用・売買

奨学金貸付募集の延長について
申込期限が３月24日までの亘理町奨

学金貸付申請については、５月13日（金）
まで延長します。
問　学務課 教育総務班（☎34−0509）

転校などはご相談ください
転校など小中学校に関することは学務

課へご相談ください。また、教科書をなく
された方は学校へ申し出てください。
問　学務課 教育総務班（☎34−0509）

生涯学習事業について
町主催の大会等および各公民館並びに

体育施設事業・講座等については、当分の
間実施しません。また、荒浜公民館・勤労
青少年ホーム、吉田公民館・吉田体育館の
事業については中止します。なお、公民
館・体育館等の教育施設は、当分の間、利
用できませんのでご理解願います。
問　生涯学習課 生涯学習班
　　（☎34−0510）

図書館の貸出図書等について
図書館は当分の間休館します。図書・

DVDを借りている方は、開館するまで保
管願います。
問　生涯学習課（☎34−0510）

集会所

南集会所（ゆうゆう作業所２階）、東集
会所（旧亘理保育所）については、地震に
より使用不可となりました。また、中集会
所（保健センター２階）は、当分の間利用
できませんのでご理解願います。なお、中
集会所の使用再開時期については、改め
てお知らせします。
問　企画財政課 財務班（☎34−0502）

さざんか号

町民乗合自動車「さざんか号」は、当分
の間運休します。運転再開の時期が決ま
り次第改めてお知らせします。

ご迷惑をおかけしますが、ご理解くだ
さいますようお願いします。
問　企画財政課 企画班（☎34−0502）

教　育

小中学校の入学式等について
春 休 み　４月20日（水）まで
臨時休校　４月21日（木）・22日（金）
始 業 式　４月25日（月）

亘理小学校　9：00〜
　　校庭（雨天の場合各教室）
荒浜小学校　9：00〜
　　逢隈小２階多目的室
吉田小学校　８：55〜
　　吉田小音楽室
長瀞小学校　８：40〜
　　吉田中体育館
逢隈小学校
　２・３・４年　８：30〜
　５・６年　 　 ９：25〜
　　逢隈小３階視聴覚室
高屋小学校　８：40〜
　　高屋小体育館
亘理中学校　9：00〜
　　 亘理中屋外スペース（雨天時、１階

オープンスペース）
荒浜中学校　９：45〜
　　逢隈中体育館
吉田中学校　9：00〜
　　吉田中多目的室
逢隈中学校　８：40〜
　　逢隈中体育館

入 学 式　４月26日（火）
亘理小学校　10：00〜
　　中央児童センターホール
荒浜小学校　10：00〜
　　逢隈小２階多目的室
吉田小学校　10：00〜
　　吉田小音楽室
長瀞小学校　10：00〜
　　吉田中体育館
逢隈小学校　10：00〜
　　逢隈小３階視聴覚室
高屋小学校　10：00〜
　　高屋小体育館
亘理中学校　13：00〜
　　亘理中１階オープンスペース
荒浜中学校　13：30〜
　　逢隈中アッセンブリーホール
吉田中学校　13：30〜
　　吉田中体育館
逢隈中学校　13：30〜
　　逢隈中体育館

家庭ごみの収集日程

分別区分 亘理Ａ
地区

亘理Ｂ
地区

亘理Ｃ
地区

亘理Ｄ
地区

亘理Ｅ
地区

亘理Ｆ
地区

も え る ご み 月曜日
木曜日

月曜日
木曜日

月曜日
木曜日

水曜日
土曜日

水曜日
土曜日

水曜日
土曜日

プラスチック製
容 器 包 装 金曜日 金曜日 火曜日 月曜日 月曜日 火曜日

缶 ・ び ん 類 第１・第３
火曜日

第１・第３
水曜日

第１・第３
金曜日

第２・第４
火曜日

第２・第４
木曜日

第２・第４
金曜日

資 源 ご み 第１・第３
水曜日

第１・第３
火曜日

第２・第４
金曜日

第１・第３
木曜日

第２・第４
火曜日

第１・第３
金曜日

※２
ガ ラ ス く ず ・
せ と も の 類

第１
火曜日

第１
水曜日

第１
金曜日

第２
火曜日

第２
木曜日

第２
金曜日

※１
金 属 製 品
複 合 素 材 製 品

第３
火曜日

第３
水曜日

第３
金曜日

第４
火曜日

第４
木曜日

第４
金曜日

※１　 ビン、ガラスくず、せともの、金属製品、複合素材製品は、通常コンテナに入れることに
なっていますが、津波でコンテナが流されてしまったため、当分の間、リサイクル資源袋
に入れて（分別して）出してください。

※２　 ガラスは危険ですので、袋が割れないよう二重にするなどして出してください。
※３　ごみ袋が入手できない場合は、市販の透明な袋に入れて出してください。
　　　袋には、行政区と名前を必ず記入してください。
※４　有害・危険ごみは、現在回収していません。当分の間、自宅で保管してください。

引っ越された方へ
引越し先のごみ集積所が分からないときは、行政区長や近所の方へお尋ねください。

また、集積所によって取り決めがある場合もありますので、事前にご確認ください。

［ごみの収集地区］
区  分 行　　　　　　政　　　　　　区

亘理
Ａ

亘理地区： 舘南上、舘南下、南町南、南町北、上町南、上町北、南城東、北城東、
中町南、中町北、五日町

吉田地区：下大畑、南長瀞、北長瀞

亘理
Ｂ

亘理地区： 新井町、新町中、新町南、新町北、駅前西、駅前東、下茨田、祝田東、
祝田西、祝田南、新町、桜小路東、桜小路中、桜小路西

亘理
Ｃ

逢隈地区：上郡、下郡、小山、田沢、早川の一部（逢隈字郡）
亘理地区：鹿島、神宮寺、倉庭

亘理
Ｄ

逢隈地区： 森房、上の町、中泉、今泉、牛袋、十文字町、十文字村、早川（逢隈字
郡を除く）

亘理
Ｅ

逢隈地区：榎袋、鷺屋、蕨
亘理地区：高屋、柴町
荒浜地区：本郷

亘理
Ｆ 吉田地区：吉田、中原、旭台、上大畑、一本松、新丁、浜吉田西、浜吉田北

記載のない行政区は現在回収を見合わせています。

被災地に白旗を立てています
自衛隊と消防が複数回捜索を行ったことを示す「白旗」を各地に立てています。
家屋撤去の意思を表示する旗ではありませんので、間違わないようお願いします。




